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岡山地区化学工学懇話会
平成２２年度 会員総会・特別講演会・交流会の開催について（案内）

　時下　ますます御清栄のこととお慶び申し上げます。

　当懇話会の運営につきましては、平素から御協力をいただき厚くお礼申し上げます。
　さて、標記の会員総会・特別講演会・交流会を下記のとおり開催します。お誘い合わせの上、多数御参加下さい。
記
　日　　時　平成２２年６月２５日（金）　１３：４５ ～ １９：００
　会　　場　テクノサポート岡山　大会議室
　　　　　　（岡山市芳賀５３０１　◆交通案内　http://www.optic.or.jp/zaidan/gaiyou/access.html）
　会員総会　　１３：４５～１４：１５
　　　　　　　　（注）欠席の場合には出欠連絡票の委任状に記入の上事務局まで送付下さい。

特別講演会　　１４：３０～１７：００
【講演１】　１４：３０～１５:４５
「革新的材料開発による固体高分子形燃料電池の未来」
　　　　 　　　　　東京工業大学 資源化学研究所　教授　　山口　猛央　氏
化石燃料でも自然エネルギーでも、エネルギーを大切に使う必用がある。人類の最大の問題は化学エネルギーの半分も仕事として使えないことである。未来型の固体高分子形燃料電池は、この問題を根本的に変えられるかもしれない。革新的材料による、発電所よりも高効率な発電機開発は、社会を大きく変える。我々の研究室独自の細孔フィリング技術、界面プロトン伝導技術を用い、ブレークスルーを起こそうとしている。分子レベルから地球レベルまで、出口を見据えたナノテク技術を紹介する。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊コーヒーブレイク　　１５：４５～１６：００　＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【講演２】　１６:００～１７:００
「環境負荷低減を目指すパイロメタラジ－」
　　　　 　　　　岡山大学環境学研究科　教授　加藤　嘉英　氏

炭素を用いて酸化物を還元するパイロメタラジ－プロセスにおける二酸化炭素排出量削減技術の取り組みの現状と課題を述べるとともに、パイロメタラジ－を用いた環境負荷低減材料精製法の例を紹介する。
参 加 費　特別講演会無料　　但し、交流会は、会員1,000円　　その他5,000円（当日徴収します。）

交 流 会　１７：１５～１８：３０　レストラン花水木バンケット

講師を囲んでの交流のひとときをどうぞ。立食形式。　岡山駅行きタクシーは準備いたします。
　
申 込 み　出欠連絡票を６月２１日（月）までにＦＡＸ、E-mail等で事務局にお送り下さい。
事 務 局　財団法人岡山県産業振興財団（担当者：石橋、宮内）
〒701-1221　岡山市北区芳賀５３０１

TEL 086-286-9651　　FAX　086-286-9676　　E-mail　jmiyauchi@optic.or.jp

